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第
四
十
九 

  
 

拡
大
す
る
矛
盾 

   
 
 
 
 

一 
  

北
川
宗
助
が
黒
澤
商
店
に
入
る
前
、
ま
だ
暁
星
中
学
の
制
服
を
着

て
い
た
と
き
の
話
で
あ
る
。 

 

辛
亥
革
命
（
一
九
一
二
年
）
以
来
、
中
国
大
陸
は
安
定
を
欠
い
て

い
た
。
外
交
と
諸
条
約
の
正
当
な
継
承
者
は
北
京
を
首
都
と
す
る
中

華
民
国
だ
が
、
武
漢
に
本
拠
を
置
く
中
国
国
民
党
が
ソ
連
の
支
援
を

受
け
て
勢
い
を
増
し
て
い
た
。 

 

一
九
二
七
年
四
月
時
点
で
い
う
と
。
北
京
政
府
の
代
表
は
顧
維
鈞
、

広
東
政
府
は
王
兆
銘
で
あ
る
。
両
陣
営
は
「
政
府
」「
党
」
を
名
乗

っ
て
い
た
が
、
実
態
は
軍
閥
の
集
合
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
伝
統
的

な
権
威
を
ま
と
っ
た
中
央
政
権
が
消
滅
す
る
と
群
雄
割
拠
と
な
る
の

は
、
前
漢
王
朝
か
ら
後
漢
王
朝
に
い
た
る
過
渡
期
と
よ
く
似
て
い
る
。 

 

袁
世
凱
に
始
ま
り
段
祺
瑞
ま
で
、
北
京
政
府
は
統
一
的
・
組
織
的

な
運
営
を
維
持
し
て
い
た
が
、
派
閥
（
軍
閥
）
争
い
が
顕
在
化
し
た
。

そ
こ
を
突
い
て
広
東
政
府
が
軍
事
行
動
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
た
。

両
陣
営
に
と
っ
て
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
日
本
が
利
権
を
有
す
る
こ

と
に
な
っ
た
山
東
半
島
が
焦
眉
の
的
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
同
年
四
月
二
十
日
に
発
足
し
た
田

中
儀
一
内
閣
は
、
山
東
省
に
お
け
る
邦
人
二
万
人
の
生
命
・
財
産
の

保
護
を
優
先
す
る
こ
と
に
方
針
を
変
更
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
六
月

一
日
、
陸
軍
の
歩
兵
第
三
十
三
旅
団
、
さ
ら
に
歩
兵
第
八
旅
団
の
主

力
部
隊
が
青
島
に
上
陸
し
た
。 

 

こ
の
と
き
は
北
京
政
府
の
蒋
介
石
軍
が
王
兆
銘
軍
を
撃
退
し
、
田

中
内
閣
は
八
月
二
十
四
日
、
山
東
半
島
か
ら
の
撤
兵
を
閣
議
決
定
し

た
。
邦
人
の
生
命
財
産
を
守
る
、
と
い
う
政
府
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
適

っ
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

国
民
政
府
・
王
兆
銘
軍
は
一
九
二
八
年
四
月
、
三
度
目
の
北
伐
を

開
始
し
、
山
東
に
再
び
戦
火
が
及
ぶ
危
険
性
が
高
ま
っ
た
。
田
中
内

閣
は
歩
兵
三
個
中
隊
、
さ
ら
に
第
六
師
団
を
山
東
に
上
陸
さ
せ
た
。

こ
れ
が
第
二
次
山
東
出
兵
と
な
る
。 

 

日
本
軍
は
は
じ
め
、
蒋
介
石
軍
を
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
五
月
三
日
、
た
ま
た
ま
中
国
兵
と
日
本
軍
警
備
兵
と
の
間

に
衝
突
が
起
こ
り
、
ま
た
た
く
う
ち
に
戦
闘
に
拡
大
し
た
。
結
果
と

し
て
日
本
軍
は
国
民
政
府
軍
を
駆
逐
し
、
六
月
に
入
っ
て
新
た
に
第

三
師
団
が
上
陸
し
た
。 

 
他
方
、
田
中
内
閣
は
北
京
政
府
の
張
作
霖
に
対
し
て
、
満
州
に
引

き
揚
げ
る
よ
う
勧
告
し
、
張
も
合
意
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
由
と

し
な
い
日
本
の
関
東
軍
は
、
張
作
霖
を
始
末
し
、
一
気
に
国
民
政
府
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軍
を
も
下
し
て
中
国
を
軍
の
支
配
下
に
置
こ
う
と
企
て
た
。 

 
六
月
四
日
、
張
作
霖
の
乗
っ
た
列
車
が
奉
天
に
近
づ
い
た
と
き
、

鉄
道
に
仕
掛
け
ら
れ
て
い
た
爆
弾
が
爆
発
し
た
。
軍
が
内
閣
の
意
向

を
無
視
し
て
暴
走
を
始
め
た
第
一
歩
だ
っ
た
。
こ
の
知
ら
せ
が
内
閣

総
理
大
臣
・
田
中
義
一
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
八

年
六
月
四
日
の
深
夜
だ
っ
た
。 

 

田
中
は
、 

 

―
―
関
東
軍
か
…
…
。 

 

と
直
感
し
、
翌
朝
、
た
だ
ち
に
調
査
を
開
始
す
る
よ
う
指
示
を
出

し
た
。 

 

調
査
は
し
ば
し
ば
陸
軍
の
妨
害
に
あ
っ
た
が
、
翌
一
九
二
九
年
七

月
、
調
査
団
は
張
作
霖
爆
殺
事
件
が
関
東
軍
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

断
定
し
た
。
首
謀
者
と
し
て
河
本
大
作
と
い
う
関
東
軍
高
級
参
謀

（
大
佐
）
を
特
定
も
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
陸
軍
は
「
統
帥
権
」
を
盾
に
し
て
抵
抗
し
た
。 

 

「
皇
軍
に
か
か
わ
る
事
項
は
天
皇
の
大
権
に
属
す
る
」 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
た
め
に
そ
の
処
分
は
「
停
職
」
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
が
田

中
内
閣
の
命
取
り
と
な
っ
た
。
だ
け
で
な
く
、
明
治
以
来
の
近
代
日

本
を
台
な
し
に
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 

大
村
益
次
郎
や
大
山
巌
が
目
標
と
し
た
の
は
、
近
代
的
国
家
―
―

こ
の
場
合
、「
帝
国
主
義
的
」
と
い
う
形
容
詞
が
必
要
だ
が
―
―
に

お
け
る
近
代
的
軍
事
力
の
整
備
だ
っ
た
。
彼
ら
は
「
神
兵
」
を
作
ろ

う
な
ど
と
は
考
え
な
か
っ
た
。 

 

天
皇
も
実
は
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
。 

 

田
中
は
宮
中
に
呼
び
出
さ
れ
、 

 

「
処
分
が
生
ぬ
る
い
の
で
は
な
い
か
」 
 

と
叱
責
を
受
け
た
。 

 

翌
日
、
田
中
内
閣
は
総
辞
職
し
、
代
わ
っ
て
組
閣
し
た
の
は
民
政

党
の
浜
口
雄
幸
だ
っ
た
。
浜
口
は
第
一
次
加
藤
高
明
内
閣
で
蔵
相
、

若
槻
内
閣
で
も
蔵
相
、
の
ち
内
相
を
経
験
し
て
お
り
、
政
党
政
治
の

刷
新
、
景
気
の
回
復
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
期
待
を
受
け
て

七
月
九
日
に
発
表
さ
れ
た
の
が
「
十
大
政
綱
」
で
あ
る
。 

 

十
大
政
綱
で
は
、
対
華
外
交
の
刷
新
、
軍
縮
の
促
進
、
財
政
の
整

理
、
金
本
位
制
へ
の
復
帰
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、

金
本
位
制
へ
の
復
帰
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本
政
府
に
よ
る

経
済
政
策
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
以
外
、
何
ら
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

実
の
と
こ
ろ
を
い
う
と
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
、

国
際
貿
易
は
す
べ
て
金
本
位
で
行
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
金
の
輸

出
入
は
民
間
の
自
由
に
任
さ
れ
て
い
た
。
各
国
の
通
貨
価
値
を
裏
付

け
る
の
は
、
各
国
政
府
が
保
有
す
る
正
貨
、
す
な
わ
ち
金
の
保
有
量

だ
っ
た
。
日
本
は
国
内
産
業
が
軌
道
に
乗
っ
た
一
八
九
七
年
に
金
本

位
制
に
移
行
し
、
国
際
社
会
の
一
員
と
な
っ
た
。 
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と
こ
ろ
が
第
一
次
世
界
大
戦
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
金
輸
出
を
禁
止

し
、
一
九
一
七
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
も
金
輸
出
禁
止
に
踏
み
切
っ
た

た
め
、
日
本
も
こ
れ
に
同
調
し
た
。
一
九
一
九
年
末
に
日
本
政
府
が

保
有
し
て
い
た
金
は
二
十
億
円
相
当
で
あ
っ
て
、
金
本
位
制
に
復
帰

し
て
も
十
分
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
保
っ
て
い
た
。 

 

関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
円
の
対
ド
ル
相
場
が
百
円
＝
三
十
八
ド
ル

に
急
落
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
政
府
保
有
の

正
貨
は
、
日
本
銀
行
十
億
円
、
在
外
三
億
円
の
計
十
三
億
円
ま
で
減

少
し
て
い
た
。 

 

だ
が
、
商
社
や
紡
績
業
は
金
本
位
制
へ
の
復
帰
を
強
く
要
望
し
た
。

ま
た
三
井
、
住
友
、
三
菱
、
安
田
と
い
っ
た
財
閥
は
満
州
な
ど
へ
の

資
本
輸
出
を
拡
大
す
る
目
的
で
、
一
九
二
八
年
十
月
、
金
輸
出
の
自

由
化
の
即
時
断
行
を
要
求
し
た
。 

  
 
 
 
 

二 
 
 
 

浜
口
内
閣
で
財
政
を
担
当
し
た
の
は
井
上
準
之
助
で
あ
る
。 

 

東
大
を
卒
業
し
て
日
銀
に
入
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
後
、
一
九
一

三
年
に
外
国
為
替
取
引
を
専
門
と
す
る
横
浜
正
金
銀
行
の
頭
取
に
就

任
し
、
一
九
年
日
銀
総
裁
を
経
て
山
本
権
兵
衛
内
閣
、
田
中
義
一
内

閣
で
蔵
相
を
務
め
た
。 

 

い
か
に
も
財
政
エ
リ
ー
ト
の
経
歴
を
持
つ
彼
は
、
長
引
く
不
況
の

原
因
が
成
金
時
代
に
膨
れ
上
が
っ
た
不
良
債
権
と
イ
ン
フ
レ
に
あ
る

こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。 

 

加
え
て
円
の
国
際
的
な
価
値
が
下
が
っ
た
。 

 

一
九
二
九
年
七
月
二
日
、
浜
口
内
閣
の
蔵
相
に
就
く
と
、
井
上
は

す
か
さ
ず
緊
縮
財
政
を
打
ち
出
し
た
。
歳
入
で
は
シ
ー
リ
ン
グ
を
強

化
し
、
国
債
の
新
規
発
行
を
三
千
九
百
二
十
四
万
円
減
ら
し
、
一
般

会
計
当
初
予
算
十
七
億
七
千
三
百
五
十
六
万
円
の
五
・
六
七
％
に
相

当
す
る
九
千
百
六
十
五
万
円
を
削
減
し
た
。
彼
に
は
、
軍
備
の
縮
小

に
よ
っ
て
、
国
債
発
行
額
の
圧
縮
と
一
般
会
計
予
算
の
削
減
が
達
成

で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
予
測
が
あ
っ
た
。 

 

事
実
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
で
若
槻
礼
次
郎
全
権
は
、
補
助

艦
を
含
む
日
本
の
海
軍
の
装
備
を
対
英
米
の
約
七
〇
％
と
す
る
こ
と

で
合
意
、
条
約
に
調
印
し
た
。 

 

そ
の
前
に
開
か
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
で
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ

リ
カ
は
、
日
本
の
軍
備
を
自
国
に
対
し
て
六
〇
％
に
抑
制
す
る
よ
う

強
く
主
張
し
て
い
た
か
ら
、
若
槻
全
権
が
獲
得
し
た
対
英
米
七
割
と

い
う
数
字
は
健
闘
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
軍
部
は
一
応
の
納
得
を
示

し
、
か
つ
浜
口
内
閣
に
と
っ
て
は
軍
事
費
を
圧
縮
で
き
る
の
で
一
石

二
鳥
に
思
わ
れ
た
。 

 
次
に
彼
は
金
保
有
高
の
確
保
・
維
持
に
手
を
打
っ
た
。
金
融
不
安

が
起
こ
る
の
は
兌
換
性
へ
の
不
信
が
原
因
で
あ
っ
て
、
通
貨
の
価
値

を
裏
付
け
る
十
分
な
金
が
確
保
で
き
れ
ば
為
替
も
落
ち
着
く
は
ず
だ
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っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
円
に
対
す
る
信
用
保
証
を
取
り
付
け
、
金
の

国
外
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
―
―
国
際
経
済
の
安
定
を
図
る
に
は
日
本
と
の
共
同
歩
調
が
必
要
。 

 

と
判
断
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
二
千
五
百
万
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス

は
五
百
万
ポ
ン
ド
の
信
用
保
証
枠
を
約
束
し
た
。 

 

第
三
段
階
は
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
こ
と
だ
っ
た
。 

 

井
上
は
金
が
経
済
に
果
た
す
「
自
然
の
自
動
調
整
作
用
」
を
信
じ

た
。
金
の
保
有
量
に
応
じ
て
通
貨
の
発
行
は
制
限
さ
れ
、
お
の
ず
か

ら
イ
ン
フ
レ
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。
自
然
の
自
動
調
整
作
用
が
充

分
に
働
か
な
い
時
は
、
日
銀
が
公
定
歩
合
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

す
な
わ
ち
金
本
位
制
の
導
入
で
あ
る
。 

 

政
府
の
動
き
か
ら
内
外
の
投
資
機
関
は 

 

―
―
日
本
の
金
解
禁
は
間
近
。 

 

と
見
て
、
投
資
を
ド
ル
か
ら
円
に
切
り
か
え
た
。 

 

こ
の
た
め
に
為
替
レ
ー
ト
は
円
高
に
転
じ
、
百
円
＝
四
十
三
ド
ル

五
〇
セ
ン
ト
に
回
復
し
た
。
こ
れ
と
同
期
し
て
金
の
保
有
量
が
増
加

に
転
じ
始
め
た
。
緊
縮
財
政
で
一
時
的
に
不
況
の
度
は
増
す
か
も
し

れ
な
い
が
、
輸
出
が
回
復
す
れ
ば
不
況
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
は
堅
調
で
あ
る
か
に
見
え
た
。 

八
月
二
十
八
日
、
浜
口
は
「
全
国
民
に
訴
う
」
と
題
し
た
チ
ラ
シ
を

作
ら
せ
、
全
国
一
千
三
百
万
戸
に
配
布
し
た
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う

に
あ
っ
た
。 

  

今
日
の
ま
ま
の
不
景
気
は
底
知
れ
な
い
不
景
気
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
反
し
て
、
緊
縮
、
節
約
、
金
解
禁
に
よ
る
と
こ
ろ
の
不
景
気
は

底
の
つ
い
た
不
景
気
で
あ
り
ま
す
。
前
途
晧
々
た
る
光
明
を
望
ん
で

の
一
時
の
不
景
気
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
国
民
諸
君
と
と
も
に
こ
の

一
時
の
苦
痛
を
し
の
ん
で
、
後
日
の
大
な
る
発
展
を
と
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

  

経
済
界
は
こ
ぞ
っ
て
浜
口
を
歓
迎
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
政
友
党
の
三
土
忠
造
は
言
っ
た
。 

  

国
民
挙
っ
て
消
費
を
節
約
す
れ
ば
、
他
人
の
生
産
し
た
も
の
を
買

う
こ
と
が
減
少
す
る
と
同
時
に
、
自
分
の
生
産
し
た
も
の
の
売
れ
行

き
も
減
少
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
経
済
政
策
全
体
の
縮
小
に
終
わ
る
。

浜
口
首
相
も
井
上
蔵
相
も
我
が
国
の
公
債
総
額
が
六
十
億
円
近
く
に

上
っ
た
こ
と
を
以
て
、
あ
た
か
も
国
家
の
存
亡
に
関
す
る
一
大
事
の

如
く
に
宣
伝
し
、
現
内
閣
は
こ
れ
を
整
理
を
以
て
重
要
使
命
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
吹
聴
し
、
こ
の
六
十
億
円
を
一
人
当
た
り
に
割
っ
て

み
れ
ば
九
十
円
の
借
金
を
負
っ
て
い
る
、
誠
に
大
変
な
こ
と
と
告
げ

た
。 

  

個
人
レ
ベ
ル
の
節
約
は
消
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。
だ
が
、
国
を
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あ
げ
て
消
費
を
節
約
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
―
―
こ
の
批
判
は

正
論
だ
っ
た
。 

 
十
一
月
二
十
一
日
、
政
府
は
「
来
年
一
月
十
一
日
か
ら
金
輸
出
を

自
由
化
す
る
」
と
発
表
し
た
。
経
済
の
縮
小
を
以
て
景
気
の
回
復
を

ね
ら
う
と
い
う
の
で
あ
る
。 

こ 

の
日
、
株
価
は
跳
ね
上
が
っ
た
。 

  
 

金
の
解
禁
立
て
直
し 

 
 
 
 

来
る
か
時
節
が
手
を
取
っ
て 

  

と
い
う
「
解
禁
節
」
ま
で
が
流
行
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
浜
口
は
、
自
信
満
々
で
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
与

党
民
政
党
は
二
百
七
十
三
議
席
を
獲
得
し
た
。
対
し
て
反
対
を
唱
え

た
政
友
会
は
百
七
十
四
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。 

 

国
民
は
金
解
禁
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

井
上
が
描
い
た
景
気
回
復
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
。 

 

①
ま
ず
、
緊
縮
財
政
／
軍
備
費
削
減
に
よ
っ
て
重
工
業
、
繊
維
産 

 
 

業
の
不
況
は
一
時
的
に
深
刻
さ
を
増
す
。 

 

②
そ
れ
に
よ
っ
て
、
倒
産
や
企
業
合
併
が
進
み
、
失
業
者
も
一
時 

 
 

的
に
増
加
す
る
。 

 

③
し
か
し
企
業
が
淘
汰
さ
れ
、
資
本
の
集
約
が
促
さ
れ
る
。 

 

④
並
行
し
て
賃
金
の
抑
制
と
圧
縮
が
進
み
、
生
産
原
価
が
低
減
す 

 
 

る
。 
 

⑤
結
果
と
し
て
日
本
製
品
の
国
際
競
争
力
が
増
す
。 

  

し
か
し
彼
は
、
重
大
な
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
た
。 

 

そ
れ
は
、
世
界
規
模
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
な
い
し
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー

で
あ
る
。 

 

金
本
位
制
を
導
入
す
る
の
が
日
本
だ
け
で
あ
れ
ば
、
国
際
的
な
円

の
信
用
力
は
向
上
す
る
。
ま
た
国
内
金
融
機
関
へ
の
信
頼
感
も
高
ま

り
、
海
外
か
ら
の
投
資
（
も
し
く
は
円
買
い
に
伴
う
外
貨
準
備
）
と

預
貯
金
が
増
し
、
そ
の
資
金
が
産
業
界
に
低
利
で
還
流
す
れ
ば
投
資

に
弾
み
が
つ
く
。 

 

彼
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
状
況
の
分
析
を
怠
っ
た
―
―
と
い
う
よ
り
、

楽
観
的
で
あ
り
過
ぎ
た
。
そ
の
一
か
月
前
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取

引
所
で
株
価
が
大
暴
落
し
て
い
た
の
だ
が
、
彼
は
そ
れ
ほ
ど
重
大
に

受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
翌
年
一
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
る

海
軍
軍
縮
会
議
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
。 

 

金
解
禁
が
実
施
さ
れ
る
と
、
為
替
レ
ー
ト
は
百
円
＝
四
十
九
ド
ル

八
十
五
セ
ン
ト
の
固
定
制
と
な
り
、
円
は
一
四
％
以
上
切
り
上
げ
ら
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れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
解
禁
が
近
い
と
見
て
ド
ル
売
り
・
円
買
い

の
動
き
を
強
め
て
い
た
国
内
外
の
投
機
筋
は
、
一
転
し
て
円
売
り
・

ド
ル
買
い
の
利
食
い
に
走
っ
た
。
円
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
持
っ
て
い

る
と
い
う
だ
け
で
一
四
％
も
の
損
を
被
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
た
め
一
九
三
〇
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
年
で
、
二
億
三

千
万
円
相
当
の
正
貨
（
純
金
）
が
海
外
に
流
失
し
た
。
一
九
三
〇
年

の
一
年
間
だ
け
で
三
億
円
―
―
日
銀
準
備
高
の
三
割
―
―
相
当
の
正

貨
が
海
外
に
流
出
し
、
な
お
そ
の
勢
い
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

翌
一
九
三
一
年
九
月
二
十
一
日
、
金
本
位
制
の
〝
本
家
〞
で
あ
る

イ
ギ
リ
ス
が
日
本
と
は
反
対
に 

 

―
―
金
の
輸
出
を
禁
止
す
る
。 

 

と
発
表
し
た
。 

 

す
る
と
今
度
は
ポ
ン
ド
を
売
っ
て
ド
ル
を
買
う
動
き
が
世
界
的
に

強
ま
っ
た
。
国
内
の
財
閥
は
ド
ル
売
り
に
よ
る
差
益
に
目
が
眩
ん
だ
。

手
持
ち
の
円
を
ド
ル
に
換
え
、
海
外
の
機
関
投
資
家
に
売
っ
た
。 

 

九
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
の
お
よ
そ
一
か
月
半
に
、

横
浜
正
金
銀
行
は
三
億
円
四
千
二
百
万
円
相
当
の
円
を
ド
ル
に
交
換

し
た
。
そ
の
と
き
の
上
位
四
行
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
銀
行 

三
千
七
百
万
＄ 

 

三
井
銀
行 

二
千
百
三
十
五
万
＄ 

 

三
井
物
産 

一
千
四
百
二
十
三
万
＄ 

 

住
友
銀
行 

一
千
二
百
三
十
五
万
＄ 

  

だ
け
で
な
く
、
日
本
企
業
の
海
外
拠
点
へ
の
ド
ル
が
送
金
さ
れ
た
。 

  

十
月 

一
億
三
千
五
百
万
＄ 
 

十
一
月
一
億
四
千
七
百
万
＄ 

 

十
二
月 

 

二
千
三
百
万
＄ 

  

結
果
と
し
て
、
ポ
ン
ド
、
ド
ル
に
対
し
て
円
が
切
り
上
げ
ら
れ
た
。 

 

一
九
三
一
年
十
二
月
の
時
点
で
一
ド
ル
は
二
十
八
円
十
二
セ
ン
ト
、

つ
ま
り
二
年
間
で
約
二
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
海
外
の
品
物
が
半
値

で
輸
入
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
か
ら
の
輸
出
品
は
倍
に
値
上

が
り
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
る
。 

 

輸
出
に
依
存
し
て
い
た
産
業
は
、
た
ち
ま
ち
経
営
難
に
陥
っ
た
。

こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
経
済
の
混
乱
が
追
い
討
ち
を
か
け
た
。 

 

輸
出
は
極
端
に
低
迷
し
、
日
本
の
主
要
産
業
は
操
業
率
の
引
き
下

げ
に
追
い
込
ま
れ
た
。
セ
メ
ン
ト
・
鉄
鋼
は
五
〇
％
台
、
肥
料
・
晒

粉
は
四
〇
％
台
、
紡
績
・
製
紙
は
三
〇
％
台
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。 

 
生
糸
の
単
価
指
数
は
、
八
五
・
三
か
ら
五
九
・
七
に
、
米
価
指
数

は
二
八
・
九
二
か
ら
一
八
・
三
六
に
暴
落
し
た
。
一
九
二
九
年
に
百

三
十
九
億
四
千
百
万
円
だ
っ
た
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
、
一
九
三
〇
年
に
百
十
二

億
四
千
五
百
万
円
に
、
三
一
年
に
は
百
六
億
七
千
八
百
万
円
に
減
少
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し
、
株
価
指
数
は
一
〇
四
・
五
か
ら
七
一
・
五
、
三
一
年
は
五
三
・

〇
ま
で
落
ち
た
。 

 
企
業
の
倒
産
と
リ
ス
ト
ラ
だ
け
は
井
上
が
予
想
し
た
以
上
の
効
果

を
あ
げ
た
。
民
営
工
場
労
働
人
員
指
数
は
二
九
年
は
九
一
・
一
だ
っ

た
。
そ
れ
が
三
〇
年
は
八
二
・
二
、
三
一
年
は
七
四
・
四
と
悪
化
し

た
。
実
収
賃
金
指
数
は
二
九
年
一
〇
三
・
九
だ
っ
た
が
、
三
〇
年
に

は
九
八
・
七
、
三
一
年
九
〇
・
七
に
低
下
し
た
。 

 

東
京
駅
で
浜
口
雄
幸
首
相
が
狙
撃
さ
れ
た
の
は
、
金
解
禁
か
ら
わ

ず
か
十
か
月
あ
ま
り
後
の
一
九
三
〇
年
十
一
月
十
四
日
だ
っ
た
。
犯

人
は
、
右
翼
団
体
愛
国
者
の
構
成
員
佐
郷
屋
留
雄
で
あ
っ
て
、
そ
の

背
後
に
は
「
一
人
一
殺
」
を
合
言
葉
に
し
た
政
治
テ
ロ
組
織
・
血
盟

団
が
う
ご
め
い
て
い
た
。 

 

一
九
三
〇
年
）
四
月
に
鐘
淵
紡
績
は
全
従
業
員
の
給
与
を
一
律
で

四
割
カ
ッ
ト
す
る
と
発
表
し
、
こ
こ
に
大
争
議
が
勃
発
し
た
。
九
月

に
は
東
洋
モ
ス
リ
ン
が
東
京
・
亀
戸
工
場
の
人
員
を
大
量
に
削
減
し

た
こ
と
か
ら
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
。
十
一
月
に
は
富

士
紡
績
川
崎
工
場
の
従
業
員
が
賃
下
げ
に
反
対
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を

敢
行
し
た
。 

 

不
況
に
強
い
職
業
で
あ
る
は
ず
の
教
員
も
、
六
百
八
十
七
町
村
で

八
千
七
百
八
十
二
人
の
給
与
が
未
払
い
と
な
り
、
都
市
部
で
は
仕
事

を
失
っ
た
人
が
全
就
労
人
口
の
五
・
三
％
に
相
当
す
る
約
三
十
八
万

人
、
農
漁
村
地
域
で
は
欠
食
児
童
が
二
十
万
人
に
達
す
る
深
刻
な
事

態
と
な
っ
て
い
た
。 

 

わ
れ
わ
れ
は
ガ
ツ
ガ
ツ
と
物
を
食
べ
る
人
を
見
る
と
、 

 

―
―
欠
食
児
童
み
た
い
だ
。 

 

な
ど
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。 

 

飢
え
る
、
と
い
う
こ
と
が
な
い
現
在
、
こ
の
言
葉
は
あ
く
ま
で
も

冗
談
と
し
て
使
わ
れ
る
。
だ
が
当
時
の
状
況
は
悲
惨
だ
っ
た
。
水
を

飲
ん
で
腹
を
満
た
し
、
木
の
根
を
煮
て
食
す
る
よ
う
な
こ
と
も
珍
し

く
な
か
っ
た
。
米
の
一
粒
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
の
だ
。 

 

本
来
で
あ
れ
ば
就
労
し
て
い
る
べ
き
若
年
層
で
す
ら
、
郷
里
に
帰

っ
て
も
仕
事
が
な
か
っ
た
。
十
年
越
し
の
不
況
か
ら
抜
け
出
す
た
め
、

企
業
経
営
者
は
経
費
を
削
減
す
る
た
め
に
人
員
整
理
を
進
め
る
ほ
か

な
か
っ
た
。
展
望
を
失
っ
た
「
エ
ロ
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
が
流
行

し
、
ま
さ
に
小
津
安
二
郎
の
映
画
『
大
学
は
出
た
け
れ
ど
』
の
時
代

だ
っ
た
。 

 

一
九
三
一
年
十
二
月
に
組
閣
し
た
犬
養
毅
は
、
金
融
恐
慌
を
「
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
」
と
い
う
裏
技
で
切
り
抜
け
た
高
橋
是
清
を
蔵
相
に
起

用
し
、
金
輸
出
再
禁
止
を
即
刻
実
施
し
て
事
態
の
収
拾
を
図
っ
た
。 

経
済
は
や
や
回
復
に
向
か
う
も
の
の
、
日
銀
の
正
貨
準
備
高
は
三
億

円
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
。
社
会
全
体
を
覆
う
不
透
明
感
を
打
破
す

る
に
は
力
不
足
だ
っ
た
。 



第 49 拡大する矛盾（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

顧
維
鈞 

Gù W
éijūn

／
こ
・
い
き
ん
／
１
８
８
８
〜
１
９
８
５
。
一
九
二

四
年
中
華
民
国
代
総
理
（
国
務
総
理
代
行
）
兼
外
交
総
長
と
な
り
中
ソ
協
定

に
調
印
し
て
ソ
連
と
の
国
交
を
樹
立
、
併
せ
て
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
の
不
平
等

条
約
撤
廃
に
合
意
し
た
。
二
六
年
十
月
海
軍
出
身
の
杜
錫
珪
（D

ù X
īguī

／

と
・
し
ゃ
く
け
い
／
１
８
７
４
〜
１
９
３
３
）
が
総
理
を
辞
職
し
た
あ
と
、

代
総
理
兼
外
交
総
長
に
就
任
し
た
。 

王
兆
銘 

W
āng Zhàom

íng

／
お
う
・
ち
ょ
う
め
い
／
１
８
８
３
〜
１
９
４

４
。「
孫
文
直
系
」
を
自
認
し
、
一
九
二
五
年
七
月
一
日
、
広
州
国
民
政
府
の

主
席
と
な
っ
た
。
中
国
国
民
党
と
中
国
共
産
党
の
連
携
（
国
共
合
作
）
で
北

京
政
府
と
対
抗
、
大
日
本
帝
国
の
勢
力
排
除
を
推
進
し
た
。 

袁
世
凱 

Y
uán Shìkǎi

／
え
ん
・
せ
い
が
い
／
１
８
５
９
〜
１
９
１
６
。 

初
代
中
華
民
国
大
総
統
。
北
洋
軍
閥
の
総
帥
。
大
清
帝
国
第2

代
内
閣
総
理

大
臣
を
務
め
た
が
、
清
朝
崩
壊
後
は
第
二
代
中
華
民
国
臨
時
大
総
統
、
初
代

中
華
民
国
大
総
統
に
就
任
。
一
時
期
中
華
帝
国
帝
政
と
し
て
復
活
し
、
そ
の

際
に
使
用
さ
れ
た
元
号
よ
り
洪
憲
帝
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。（
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ

ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
）） 

段
祺
瑞 

D
uàn Q

íruì

／
だ
ん
・
き
ず
い
／
１
８
６
５
〜
１
９
３
６
。
北
洋

軍
閥
の
頭
目
の
一
人
で
、
袁
世
凱
の
死
後
の
部
内
対
立
で
米
英
の
支
援
を
受

け
る
直
隷
派
に
対
抗
し
て
、
大
日
本
帝
国
に
接
近
し
た
（
安
徽
派
と
呼
ば
れ

る
）。
一
九
一
九
年
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
を
め
ぐ
る
判
断
で
下
野
、
一
九
二
〇
年

五
月
、直
隷
派
と
の
武
力
衝
突
に
敗
れ
て
天
津
の
日
本
租
界
に
逃
げ
込
ん
だ
。

そ
の
後
も
張
作
霖
な
ど
と
連
携
し
て
復
権
を
図
っ
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
。 

北
洋
軍
閥 

清
帝
国
末
に
起
こ
っ
た
太
平
天
国
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に

李
鴻
章（ Lǐ H

óngzhāng

／
り
・
こ
う
し
ょ
う
／
１
８
２
３
〜
１
９
０
１
）

が
結
成
し
た
「
淮
軍
」
を
母
体
に
拡
大
し
、
北
京
政
府
を
樹
立
し
た
。 

蒋
介
石 
Jiǎng Jièshí

／
し
ょ
う
・
か
い
せ
き
／
１
８
８
７
〜
１
９
７
５
。

中
華
民
国
（
台
湾
）
で
は
「
蔣
中
正
」
の
名
で
知
ら
れ
る
。
一
九
二
六
年
か

ら
一
九
二
八
年
ま
で
北
京
政
府
・
北
洋
軍
閥
を
排
除
す
る
「
北
伐
」
の
指
揮

を
と
っ
た
。
第
三
代
・
第
五
代
国
民
政
府
主
席
、
初
代
中
華
民
国
総
統
、
中

国
国
民
党
永
久
総
裁
。
国
民
革
命
軍
・
中
華
民
国
国
軍
に
お
け
る
最
終
階
級

は
特
級
上
将
（
大
元
帥
に
相
当
）。 

張
作
霖	 

Zhāng Zuòlín

／
ち
ょ
う
・
さ
く
り
ん
／
１
８
７
５
〜
１
９
２
８
。

中
国
東
北
部
の
遼
寧
省
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
馬
賊
の
首
領
と
な
り
辛
亥
革
命

で
奉
天
警
備
を
担
当
し
た
。
一
九
一
一
年
中
華
民
国
軍
中
将
・
第
二
十
七
師

長
と
な
り
、
一
六
年
に
奉
天
将
軍
・
段
芝
貴
（D

uàn Zhīguì

／
１
８
６
９
〜

１
９
２
５
）
を
失
脚
さ
せ
て
奉
天
督
軍
兼
省
長
に
就
任
し
奉
天
軍
閥
を
形
成

し
た
。 

 

一
九
二
〇
年
中
央
政
界
に
進
出
し
、反
共
産
主
義
の
旗
色
を
鮮
明
に
し
た
。

二
六
年
北
京
に
入
っ
て
安
国
軍
総
司
令
、
二
七
年
陸
海
軍
大
元
帥
と
な
り
北

京
政
府
を
支
配
し
た
が
、
大
日
本
帝
国
陸
軍
関
東
軍
と
の
関
係
を
調
整
で
き

ず
、
北
京
か
ら
奉
天
に
向
か
う
列
車
が
爆
破
さ
れ
死
去
し
た
。 

河
本
大
作 

こ
う
も
と
・
だ
い
さ
く
／
１
８
８
３
〜
１
９
５
３
。
兵
庫
県
に

生
ま
れ
、
一
九
〇
三
年
陸
軍
士
官
学
校
、
の
ち
陸
軍
大
学
校
卒
。
歩
兵
第
三

十
八
連
隊
、
中
支
那
派
遣
隊
司
令
部
、
参
謀
本
部
、
二
一
年
北
京
公
使
館
付

武
官
補
佐
官
な
ど
を
経
て
二
六
年
大
佐
、
二
八
年
張
作
霖
爆
殺
事
件
の
責
任

を
取
っ
て
退
役
。
以
下
、
本
編
。
四
九
年
戦
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
五
五
年

太
原
戦
犯
管
理
所
で
病
死
し
た
。 

浜
口
雄
幸 
は
ま
ぐ
ち
・
お
さ
ち
／
１
８
７
０
〜
１
９
３
１
。
高
知
県
生
ま

れ
で
一
八
九
五
年
東
京
帝
国
大
学
か
ら
大
蔵
省
に
入
っ
た
。
一
九
〇
七
年
煙
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草
専
売
局
長
官
を
経
て
第
三
次
桂
太
郎
内
閣
で
逓
信
省
次
官
、
第
二
次
大
隈

重
信
内
閣
で
大
蔵
省
次
官
に
抜
擢
さ
れ
た
の
を
機
に
憲
政
会
に
入
っ
た
。
一

五
年
衆
院
議
員
と
な
り
二
四
年
加
藤
高
明
内
閣
で
蔵
相
、
二
七
年
民
政
党
総

裁
。
三
〇
年
十
一
月
十
四
日
、
東
京
駅
構
内
で
狙
撃
さ
れ
重
傷
を
負
い
、
こ

れ
が
原
因
と
な
っ
て
首
相
を
辞
任
し
た
。
狙
撃
事
件
の
現
場
を
標
し
た
石
標

が
い
ま
も
東
京
駅
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

井
上
準
之
助 

い
の
う
え
・
じ
ゅ
ん
の
す
け
／
１
８
６
９
〜
１
９
３
２
。
大

分
県
に
生
ま
れ
東
京
帝
国
大
学
か
ら
日
本
銀
行
に
入
っ
た
。
金
解
禁
を
実
施

し
た
あ
と
一
九
三
一
年
に
蔵
相
を
辞
任
し
民
政
党
総
務
に
就
い
た
。 

水
土
忠
造 

み
つ
ち
・
ち
ゅ
う
ぞ
う
／
１
８
７
１
〜
１
９
４
８
。
讃
岐
国
大

内
郡
出
身
の
衆
議
院
議
員
。「
三
土
」は
婿
養
子
先
の
姓
で
、実
家
は「
宮
脇
」

と
い
っ
た
。
内
閣
書
記
官
長
、
文
部
大
臣
・
大
蔵
大
臣
、
逓
信
大
臣
、
鉄
道

大
臣
、
枢
密
顧
問
官
、
内
務
大
臣
（
一
時
運
輸
大
臣
も
兼
務
）
を
歴
任
し
た
。

景
気
が
低
迷
し
て
い
る
と
き
大
型
の
財
政
投
融
資
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す

る
水
戸
の
批
判
は
、
の
ち
の
経
済
理
論
か
ら
す
れ
ば
正
し
か
っ
た
。 

民
営
工
場
労
働
人
員
指
数	 

民
間
企
業
に
お
け
る
工
場
労
働
者
の
定
員
に
対

し
て
実
際
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
人
員
の
比
率
を
景
況
指
標
と
す
る
方
法
。

第
二
次
大
戦
前
、
工
業
分
野
の
景
気
動
向
を
測
る
手
法
と
さ
れ
た
。 

血
盟
団	 

井
上
日
召
、
海
軍
中
尉
古
河
清
志
を
中
心
に
一
九
三
二
年
一
月
に

結
成
さ
れ
た
右
翼
政
治
結
社
で
、「
国
家
革
新
」
を
合
言
葉
に
「
一
人
一
殺
」

に
よ
る
要
人
暗
殺
を
実
行
に
移
し
た
。 

井
上
日
召 

い
の
う
え
・
に
っ
し
ょ
う
／
１
８
８
６
〜
１
９
６
７
。
実
名
は

「
井
上
昭
／
い
の
う
え
・
あ
き
ら
」。
群
馬
県
に
生
ま
れ
、
三
菱
造
船
の
臨
時

工
や
代
用
教
員
を
し
て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
満
州
に
渡
っ
て
右
翼
的
に
傾

斜
し
た
。
二
一
年
帰
国
し
水
戸
市
郊
外
の
護
国
堂
で
「
悟
り
を
開
い
た
」
と

し
て
自
ら
出
家
し
「
日
象
」
と
号
し
た
（
正
式
に
出
家
し
た
こ
と
は
な
い
）。

の
ち
本
名
の
「
昭
」
に
ち
な
ん
で
「
象
」
を
「
召
」
に
改
め
、
こ
の
の
ち
血

盟
団
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
二
年
三
月
に
自
首
し
、
三
四
年
無
期
懲

役
の
判
決
を
受
け
た
が
四
〇
年
十
一
月
に
出
獄
、
近
衛
文
麿
の
屋
敷
の
庭
で

暮
ら
し
て
い
た
。
一
九
六
七
年
に
八
十
一
歳
で
没
す
る
ま
で
、
右
翼
の
大
物

と
し
て
隠
然
た
る
力
を
持
っ
て
い
た
。 

映
画

大
学
は
出
た
け
れ
ど

	 

監
督
：
小
津
安
二
郎
、
出
演
は
高
田
稔
、

田
中
絹
代
、
鈴
木
歌
子
な
ど
だ
っ
た
。 
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